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Newsletter　2023 年 9 月 1 日号

出会う→集う→育てる→実る

私たちが暮らす

地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”の

魅力をお伝えします。

※
年

４
回

発
行

（
3

月
･
6

月
･
9

月
･
1

2
月

）
　

VOL .44

桃山台自治団体協議会 役員
宮崎県出身。小学6年生の時に
家族で大阪市内へ転居。結婚を
機に20代から吹田市に在住。現
在は「認知症サポート　桃山お
陽さまネット」を立ち上げ、地
域で認知症カフェの運営や民生
委員を担う。絵本の読み聞かせ
ブックスタートのひろば「りん
ごの木」の代表も務める。

「ボランティア・NPO 初歩講座」「ぷちボラ」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

体験学 ぷちボラ初歩講座 単発！
短時間！

ボランティア・
NPO

興味がある方、活動はしているが

もっと理解を深めたい方など。

「出前講座」も承ります。お気軽に！

●毎月開催！●定員 10 名

働きざかりの方や家事・勉学に忙しい方など

週末や余暇の新しい過ごし方として。

初心者の方でも気軽に参加できます！

(例 )お弁当作り・喫茶・竹林整備など

ぶ

第29回 沖　幸代さん

さちよおき

子
育
て
が
落
ち
着
い
た
頃
、
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
地
域
で
活
動
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
今
で
は
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
が
地
域
の
予
定
で
び
っ
し

り
で
す
。
こ
ん
な
に
忙
し
い
６０
代
に
な

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

忙
し
さ
を
ス
ト
レ
ス
と
感
じ
な
い
の

は
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会

い
、
話
す
こ
と
が
楽
し
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

楽
し
ん
で
地
域
と
関
わ
る

地
域
自
治
団
体
の
役
割

皆
で
つ
く
る

住
み
や
す
い
地
域

企
画
を
考
え
る
の
が
好
き
な
の
で
、

協
議
会
で
は
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
も

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
協
議
会

は
行
事
を
こ
な
す
だ
け
の
役
割
で
良
い

の
か
、
少
し
で
も
地
域
の
身
近
な
問
題

に
取
り
組
め
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
相
談
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
認
知
症
の
声
か
け
訓
練
か

ら
は
じ
め
、
最
近
で
は
、
地
域
猫
の
活

動
を
し
て
い
る
人
た
ち
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
よ
く
す
る
た
め
に
活
動
し
て

い
る
人
を
支
え
る
こ
と
や
、
住
民
の
意

識
を
変
え
る
こ
と
も
、
協
議
会
と
い
う

組
織
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
役
員
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
の
課
題

に
常
に
目
を
向
け
ら
れ
、
協
力
し
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
個

人
や
組
織
も
含
め
て
、
「
桃
山
台
」
と
い

う
チ
ー
ム
で
、
皆
が
住
み
や
す
い
地
域

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自分にあった
ボランティア

見つけよう ！

やってみたい！の声に
お応えします！

吹田市立
市民公益活動センター

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で吹田市をより良いまちに

するため、これらの活動を支援しています。

孤独・孤立を防ぐ

居場所のあり方

！ここに注目 特 集

「居場所」という言葉が使われて久しい。かつては物理的な場所(家、職場、飲食店等)

を指していたように思うが、今は人との関係性や生き方と結びつけられることも多

い。コロナ禍以降「孤独・孤立」の問題化もあり、個人の社会における役割や関係の

とらえ直し、自己存在感を高めることのできる「居場所」への期待は大きい。

THE ラコルタの取り組みを紹介！ピックアップ

今回のテーマカフェは、手話を学んでおられるラコ

ルタサポーターの方と一緒に企画しました。ゲストス

ピーカーの大江卓司さんは、吹田市聴言障害者協会で

会長を務めており、ろう者の一人として手話への思い

などを語っていただきました。初心者の方が継続して

手話を学べる場や、ろう者の方と気軽に交流できる機

会が少ない中、参加者同士で情報交換をしながら、新た

な発見や出会いがあったようです。

●開催日：6月24日(土)

テーマカフェ

身近に手話でつながるには？

定員以上のお申込みがありました！

アクセス　阪急電車千里線 「南千里駅」 改札出て左､千里ニュータウンプラザ6階コルタ吹田 検索

編　集

ノート

https://su ita-kouek i .orgラ

お申込み･お問い合わせは

ラコルタまで

毎月開催！「ボランティア・NPO初歩講座」･･･9月17日(日)13:30～15:00、10月17日(火)19:00～20:30

テーマカフェ

Eメール：info@suita-koueki.org 　

11 月 26 日 (日 )

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

TEL：06-6155-3167 　

FAX：06-6833-9851　

●とき：14:00～16:00

●定員：先着15名

ゲストと一緒にテーマについて語り

合います。

みんなで創る！

千里ニュータウンの

まちづくり

ソーシャルな “居場所 ”をつくろう　！

カレッジすいた （多数抽選）

締切：

9月10日(日)

まだ間に合う!

テーマカフェ

やってみよう！あなたの街でも地域猫

ゲストに「さくらのしるし」と「桃山台自治団体協議

会・桃山台地域猫（保護猫）の会」をお招きし、地域猫活

動のきっかけや現状をお話しいただきました。参加者

は、既に活動をされている方、関心がある方、野良猫の

被害で困っている方など様々。また、吹田市保健所の方

も参加され、昨年 7 月からスタートした「地域猫活動支

援事業」についても話題にあがりました。皆さん熱心に

意見交換されており、地域猫活動への関心の高さが伺

えました。 ●開催日：7月16日(日)

手づくりの捕獲器で実演！

※費用が明示されていないイベントは無料。
※申込期限の記載がなければ前日まで。

お申込みは
コチラ！ ☟

2023第8期生募集！ 連続講座全6回

●どなたでも　　●定員 15名

●参加費　500円 （資料・保険代など）

地域や社会の役に立ちたい。家族や仕事以外のつながりがほしい。

そんな思いを共有しながら、ソーシャルな生き方について考えます。

と　き 内　容

9月15日（金）　19：00～21：00 オリエンテーション

9月26日（火）　19：00～21：00 つながりを深めるコミュニケーション

10月14日（土）　10：00～12：00 今、居場所が必要なワケ

10月中旬～11月上旬 居場所づくりの現場を見てみよう

10月28日（土）　10：00～12：00 居場所プランを考えよう

11月11日（土）　10：00～12：00 居場所プラン発表＆修了式
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孤独・孤立を防ぐ

居場所のあり方

コロナ禍以降、孤独・孤立の問題が顕在化しているといわれて
おり、来年4月1日には「孤独・孤立対策推進法」が施行されるこ
とになりました。
また、内閣官房が定めた「孤独・孤立対策の重点計画」におい
ては、孤独・孤立の予防や早期対応の観点から、日常生活環境で
のつながりや居場所の確保が重要であるとされており、その担
い手として市民の自主的な活動やボランティア活動に期待が寄
せられています。

吹田市内をみると、子ども食堂や高齢者を対象としたサロン
などが増えている傾向にあり、目的や対象は異なりますが、居
場所づくりの取り組みが広がっているように思います。
しかし、「居場所」といっても定義として限定されたものはな
く、むしろ捉え方が様々あることから、本号では、場づくりに必
要な要素や、社会の中でどのような「居場所」が必要とされてい
るのかを考えてみたいと思います。

ラコルタでも“居場所づくり”を
テーマにした講座を開催します！

※詳しくは裏面！→

子どもたちに親しまれる

地域の本屋さん

クレームを恐れて窮屈なルー

ルをつくってしまうことは、

人が自由に出会う機会まで

も損なわれてしまいます。揉

め事があれば、いろんな立場

の人と一緒に民主的にルー

ルをつくっていくことが必要

です。

イベントづくりを通じて育む

バリアフリーなコミュニティ

ソーシャルな “居場所 ” をつくろう　！

カレッジすいた 開校9月15日（金）

ハロー！！福祉は、障がいのあるなしに関わらず楽し

める音楽イベントを企画し、新しい出会いの場を作ること

を目的に、2021年より吹田市内で活動している市民公益

活動団体です。友人同士ではじめた活動ですが、回を重

ねるごとに仲間が増えており、障がいのある人も企画づく

りから参加しています。

活動のテーマは「福祉」を掲げていますが、堅苦しいも

のではなく、誰もが安心して自由に表現できる場づくりを

心掛けていると代表の白川珠美さんは言います。例えば、

意思表示をするのが難しい方がいた場合は、コミニュケー

ションがとりやすい方法をみんなで工夫し、障がいがあっ

ても参加しやすい環境をつくっています。また、小学生の

子どもたちが参加したり、アイデアを出す機会をつくること

により、賑やかでアットホ

ームな雰囲気が自然と生

まれています。

会議はオンラインで行

うことも多いのですが、

イベントをつくっていく過

程そのものが、みんなの

居場所にもなっていま

す。

1968年に創業した笹部書店（豊中市新千里西町）は、

「輪・和・笑」をコンセプトに、本だけではなく、パンや駄菓

子の販売、イートインコーナーの設置、しおり作りや読み聞

かせイベントなどが開かれており、地域の人たちが集まる

場となっています。

二代目店主の笹部勝彦さんは、子どもたちが気軽に入

れるように「いらっしゃいませ」ではなく「こんにちは」と声を

かけます。親しみやすい関係を築いたことで、利用してい

た子どもが成人した後も、結婚式に呼んでくれたり、赤ち

ゃんを見せに来てくれることがあるそうです。

ある日、いつもお菓子を買いに来ていた子どもが、夜中

に店の前で座っていたことがありました。話を聞くと、お母

さんと喧嘩して家出をしてきたとのこと。この子にとって

は、単なる本屋ではなく、何かがあった時に頼りたい場所

になっていたのかもしれ

ません。

笹部さんは「どうやっ

てお店に足を運んでもら

うかと考えながら、いろ

んなことをやっています

が、みんなの記憶に残る

お店になりたい」と話し

てくれました。

人がつながる場づくりのポイント

ルールの設定 ツールの活用

コの字カウンターのある酒場

に行くと、店主やお客さん同

士で、自然と会話が生まれて

います。例えば、空き地で焚

き火を起こしたり、公園でコ

ーヒーをふるまったりするこ

とで、場づくりを行う事例も

あります。

ロールの存在

六甲山のリュックサックマー

ケットは、リュックがあれば誰

でも店主になれます。役割が

ないと、居心地が悪くなって

しまいますが、「店主」という

役割があることで、その場に

いても良い理由を設定しま

す。

山納さんに

聞きました！

居場所のレシピ ～人と人とがつながる場～「 」 よりトークイベント

7月12日（水）に開催したトークイベントのゲスト、大阪ガ

スネットワーク㈱都市魅力研究室の山納洋さんは、地域活

性化に関わる調査をはじめ、カフェ空間のシェア活動や、

トークサロン、まち観察などの企画を公私共にプロデュー

スされてきました。

また、2016年に出版された「つながるカフェ:コミュニティ

の〈場〉をつくる方法」では、各地で取り組まれているコミュ

ニティカフェの取材を通して、人が出会い、つ

ながる場が、どのようにして実現するのかを

まとめられています。

トークイベントでは、書籍に掲載されている

事例を紹介いただきながら、場づくりのポイ

ントについてお話しいただきました。

後半は、「私にとっての居場所とは？」というテーマで、

参加者の全員から意見を出していただきました。「一人で

居て居心地の良い場所」　「公園や自然の中」　といった意

見から、「成長や視野を広げられる場所」　「人と話した

り、ゆるくつながれる場所」　など、人によって捉えている

居場所のイメージやニーズが多様にあるということが見え

てきました。

最近は、公共的な課

題解決を目的にした場

づくりが増えており、そ

ういった取り組みには、

◎
山
納　

洋
さ
ん

行政からの補助金が出ることもあります。しかし、課題解

決のための義務感が強くなりすぎたり、活動内容が制限さ

れてしまうといったことが懸念されます。

一方で、同じような趣味や考え方の人たちがつながるよ

うな場であっても、誰かに与えられた場所ではなく、「自分

事」として場に関わる機会があれば、市民自治への意識を

育むだけでなく、それぞ

れに応じた居場所にな

るというお話でした。

“居場所づくり”というと、常設さ

れた場所を構えるイメージがあり

ますが、活動に参加することが居

場所にもなるようです。

商品を購入したりサービスを受け

ることだけが、お店の価値ではな

く、人とのつながりを生み出す役

割も担っています。

や
ま
の
う   

ひ
ろ
し
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